
資料２ 

大田区における難病医療費助成申請状況等について 
 

○ 難病医療費助成申請状況（国疾病） 
  

 

＊令和 2 年度の申請数減少については、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、受給者証の有効期間が令和 2 年 3 月 1 日～令和 3 年 2 月 28 日までの間に満了

する方について、有効期限を 1年間延長するように厚生労働省の省令改正があり、更新手続きなしに自動的に更新されたことによるもの。 

令和２年度対象疾病 333 

N=3160 名 

 

令和元年度対象疾病 331 

N=7,045 名 

 

パーキンソン病

（438人）14%

潰瘍性大腸炎

（381人）12%

全身性エリテマトーデス

（192人）6%

クローン病

（174人）6%

特発性間質性肺炎

（106人）3%

後縦靱帯骨化症

（96人）3%

原発性胆汁性肝硬変

（85人）3%
シェーグレン症候群

（80人）3%

一次性ネフローゼ症候群

（75人）2%

多発性嚢胞腎

（72人）2%

その他

118疾患

（1461人）
46%

 

潰瘍性大腸炎

（963人）14%

パーキンソン病

（939人）13%

全身性エリテマトーデス

（475人）7%

クローン病

（325人）5%

後縦靱帯骨化症

（222人）3%

特発性間質性肺炎

（183人）3%

網膜色素変性症

（170人）2%

皮膚筋炎／多発性筋炎

（165人）2%
全身性強皮症
（165人）2%

多発性硬化症／

視神経脊髄炎
（160人）2%

その他

133疾患

（3278人）
47%



 

○ 難病医療費助成申請状況（都疾病） 

 令和２年度 
N=22 名 

 

N 
N=26 名 

 

原発性骨髄線維症

（7人）32%

びまん性汎

細気管支炎

（5人）23%

網膜脈絡膜萎縮症

（5人）23%

母斑症

（3人）13%

古典的特発性

好酸球増多症

候群（2人）9%

 

原発性骨髄線維症

（8人）31%

びまん性汎細

気管支炎

（7人）27%

古典的特発

性好酸球増

多症候群

（5人）19%

網膜脈絡膜

萎縮症

（3人）11%

母斑症

（2人）8%

遺伝性ＱＴ延

長症候群

（1人）4%

令和元年度 

N=26 名 

＊都疾病については、新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、受給者証等の有効期限が経過した後に特定医療費支給認定（更新）申請を受付

し認定となった際は、助成期間に空白を設けない受給者証等が交付される措置がなされた。 


